
　
・
上
下
三
階
は
階
段
を
使
う

☆
ア
ル
コ
ー
ル
の
量
、
喫
煙
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
・
一
日
の
お
酒
の
適
量
を
確
認
す
る

　
・
休
肝
日
は
週
二
日
と
設
け
て
み
る

☆
健
診
を
き
ち
ん
と
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
職
場
や
市
の
健
診
を
き
ち
ん
と
受
け
ま
し
ょ
う
。
健
診
は
、

病
気
や
危
険
因
子
を
早
期
発
見
し
た
り
、
病
気
に
な
ら
な
い

よ
う
生
活
習
慣
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。

☆
病
気
の
治
療
は
、
し
っ
か
り
続
け
ま
し
ょ
う
。

　
・
高
血
圧
や
糖
尿
病
、
不
整
脈
な
ど
で
治
療
し
て
い
る
人

　
　
は
、
医
師
の
指
示
に
従
い
、
し
っ
か
り
治
療
を
続
け
る

　
　
高
血
圧
の
人
、
高
齢
者
の
人
は
、
特
に
、
気
温
の
変
化     

　
　
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
急
に
寒
く
な
る
と
、
血
圧
も
急
激
に
上
が
り
ま
す
。
冬
の

寒
い
夜
中
に
、
起
き
て
ト
イ
レ
に
行
っ
た

り
、
朝
の
寒
い
と
き
に
急
に
布
団
か
ら

出
て
動
く
こ
と
も
、
血
圧
が
急
に
上
が

る
た
め
危
険
で
す
。

気
を
つ
け
る
こ
と

　
ト
イ
レ
に
行
く
と
き
は
、
必
ず
暖

か
い
上
着
を
着
た
り
、
朝
起
き
た
ら

す
ぐ
に
動
か
ず
、
布
団
の
上
で
体
を
ほ
ぐ
し
て
、
洋
服
を
着

て
暖
か
く
し
て
か
ら
動
く
よ
う
に
、
寒
さ
対
策
を
し
っ
か
り

し
ま
し
ょ
う
。

（
参
考
）
鹿
児
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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問
い
合
わ
せ
先
　
市
健
康
増
進
課
保
健
指
導
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
１
４

リスクを減らそう脳卒中！

①
生
活
習
慣
の
乱
れ

　
運
動
不
足
・
睡
眠
不
足
・
ス

　
ト
レ
ス
・
飲
酒
・
喫
煙
な
ど

②
危
険
因
子
の
出
現

　
高
血
圧
・
糖
尿
病
・
脂
質
異

　
常
症
・
不
整
脈
・
肥
満
・
メ

　
タ
ボ
な
ど

③
脳
卒
中
の
発
症

　
脳
梗
塞
、
脳
出
血
、
く
も
膜

　
下
出
血
な
ど
が
合
わ
せ
て
起

　
こ
る
可
能
性
が
あ
る
。

脳
卒
中
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

☆
食
事
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ

　
う
。

　
・
食
塩
を
今
よ
り
も
一
日
２

　
　
ｇ
（
し
ょ
う
ゆ
大
さ
じ
１

　
　
杯
弱
相
当
）
減
ら
そ
う

　
・
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
と
ろ
う

　
・
脂
肪
は
ひ
か
え
め
に

☆
運
動
不
足
の
人
は
、
ま
ず
一

　
日
１
、０
０
０
歩
（
10
分
）
歩

　
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
・
お
店
の
駐
車
場
で
は
、
遠

　
　
い
所
に
と
め
る

　
・
ま
ず
店
内
を
一
周
し
て
か

　
　
ら
買
い
物
を
す
る

　
寒
い
日
が
続
き
、
冷
え
込
み

の
厳
し
い
季
節
に
な
り
、
体
調

管
理
に
い
っ
そ
う
の
注
意
が
必

要
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
現
在
、
県
が
取
り

組
ん
で
い
る『
脳
卒
中
の
予
防
』

に
つ
い
て
で
す
。

鹿
児
島
県
の
状
況

　
県
で
は
、
脳
卒
中
で
亡
く
な

る
人
が
多
く
、
全
国
ワ
ー
ス
ト

４
位
で
す
。
さ
ら
に
、
人
口
あ

た
り
全
国
平
均
の
１
・
５
倍
の

人
が
毎
年
「
脳
卒
中
」
で
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
が
必
要
な
状
態

に
な
っ
た
原
因
の
第
１
位
も

「
脳
卒
中
」
で
す
。

脳
卒
中
と
は
？

　
脳
の
血
管
が
つ
ま
っ
た
り
、

破
れ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、

脳
が
障
害
を
起
こ
す
病
気
で
、

「
脳
梗
塞
」
や
「
脳
出
血
」「
く

も
膜
下
出
血
」
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

脳
卒
中
の
主
な
原
因
は
、
生
活

習
慣
の
乱
れ
で
す
。

節度のある
飲酒

適度な運動

野菜
たっぷり

！

ト‥
トイレ

行きたい…
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レ シ ピ
「かごしまのおかず（開港舎）」より

しゅんかん

〈作り方〉　
①肉に、塩をぬり１週間ぐらい冷蔵庫で寝かせ、ね
　ぎ・しょうがを入れて 30 分位茹でる。
②豚バラ肉を厚さ 1.2cm 位に切り、Ａで６～７分
　煮る。
③だいこんは厚さ 1.5cm の輪切り、にんじんは梅
　型に抜く、ごぼうは長さ７cmに切り下茹で、た
　けのこは縦に切る。
④鍋にＢを入れだいこん・にんじん・ごぼう・たけ
　のこ・油揚げ・しいたけを入れて約 20 分煮る。

｢ 薩摩に伝わる根菜の煮しめ料理」生

南三陸だより
Minamisanriku　Town

　
11
月
に
入
り
、
朝
夕
冷
え
込

む
日
が
多
く
な
り
、
冬
の
訪
れ

を
感
じ
ら
れ
る
日
々
が
続
い
て

い
ま
す
。

　
最
近
、
派
遣
職
員
の
間
で
は

「
い
つ
冬
タ
イ
ヤ
に
換
え
る
か
」

「
暖
房
の
準
備
は
し
た
か
」
等

の
会
話
が
多
い
で
す
。
近
隣
地

域
か
ら
の
派
遣
職
員
も
い
ま
す

が
、
全
国
各
地
か
ら
派
遣
職
員

が
集
ま
っ
て
お
り
、
多
く
は
東

北
の
冬
を
経
験
し
た
こ
と
が
な

い
地
域
の
職
員
で
す
。

　
現
在
、
私
が
一
番
不
安
に

思
っ
て
い
る
こ
と
は
、
雪
道
の

運
転
で
す
。
12
月
上
旬
、
こ
ち

ら
で
は
早
け
れ
ば
雪
が
降
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
寒
さ
に
つ
い

て
は
伊
佐
育
ち
の
経
験
か
ら
防

寒
着
等
で
対
応
で
き
る
と
思
い

ま
す
が
、
本
格
的
な
雪
道
の
運

転
は
経
験
不
足
な
の
で
心
配
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
11
月
27

日
に
は
警
察
署
指
導
の
も
と
、

派
遣
職
員
を
対
象
と
し
た
「
雪

道
運
転
講
習
」
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
さ
な
い

た
め
に
も
し
っ
か
り
学
び
た
い

と
思
い
ま
す
。
伊
佐
も
だ
い
ぶ

冷
え
込
ん
で
き
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。
私
も
で
す
が
、
皆
さ
ま

も
、
体
調
を
崩
す
こ
と
の
な
い

よ
う
元
気
で
よ
い
年
を
お
迎
え

く
だ
さ
い
。
　
　（
上
田
恒
静
）

Vol.8

〈材　料〉
豚バラ肉　　　   300g
ねぎ　　　　　　適量
しょうが　　　　適量
　　だし汁　１カップ
　　砂糖　　大さじ１
　　酒　　　大さじ１
　　淡口醤油　  大さじ１と1/2
だいこん　　　   600g
にんじん　　　　１本

ごぼう　　　　   120g
たけのこ　　　   120g
油揚げ　　　　　２枚
干ししいたけ　　６枚
　　だし汁　４カップ
　　塩　　　小さじ１
　　淡口醤油　    大さじ 2
　　地酒　　大さじ３
きぬさや　　　   12 枚

煮
し
め

　

Vol.26

Ｂ
Ａ

（撮影10月 25日）

▼戸倉中学校から見た戸倉地区

▼志
し づ

津川
がわ

中学校から見た旧市街地
（左上に防災対策庁舎、右上にホテル観洋）

（高台の戸倉中学校も津波被害を受けた）
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本】【ご利用案内】
　伊佐市、旧横川町、湧水町、さつま町
に在住か、伊佐市内に通勤・通学をして
いる人であれば借りられます。
　図書利用カード作成には、免許証など、
本人確認できるものが必要です。
開館時間
午前９時～午後６時（火曜日～土曜日）
午前９時～午後５時（日曜、祝日）
休館日
毎週月曜日（ただし、祝日の場合翌日）
年末年始（12 月 28 日～１月４日）

【おすすめの一冊】
スリジエセンター 1991　海堂尊（出版：講談社）
　天才外科医・天城は、「スリジエ・ハートセン
ター」設立資金捻出のため、ＶＩＰ患者の公開手
術を目論む。桜宮に永遠に咲き続ける「さくら」
を植えるという天城と世良の夢の行く末は？『週
刊現代』掲載を改稿して単行本化。
　　　　　　　　　　　（新刊全点案内より引用）

【12 月の休館日】

12 月    ３日（月）・   ４日（火）・10 日（月）
　　 11 日（火） ・17 日（月）・18 日（火）
　　 24 日（月）  ・25日      （火）
　　 26 日（水） ～ 31 日（月）

【　児　童　】
ななちゃんのにじいろマフラー 松成真理子
はんなちゃんがめをさましたら 酒井駒子
新世界へ あべ弘士
おひさまやのテーブルクロス 茂市久美子
テディ・ロビンソンとサンタクロース ジョーン・Ｇ・ロビンソン

【　一　般　】
６４（ロクヨン） 横山秀夫
七緒のために 島本理生
愛について、なお語るべきこと 片山恭一
母性 湊かなえ
衣もろもろ 群ようこ

【イベント情報】

クリスマスおはなし会とブックスタート
日　時　12 月 8 日（土）
　　　　10:00 ～ 11:00（クリスマスおはなし会）
　　　　11:00 ～ 11:40（ブックスタート）
場　所　菱刈ふるさといきがいセンター（和室）
ふれあいメルヘンひろば
日　時　12 月 22 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本
　　　　や紙芝居の読み聞かせなど

【雑誌リサイクル】
日　時　12 月 8 日（土）～ 15 日（土）
場　所　菱刈図書館

【図書館へ献本】
宮原望子さん　（上ノ馬場）
久木田優さん　（とどろ）
高見秀利さん　（大道）

小中学生向け
調べ学習教材が
新しくなりました。
　ご利用ください。



　
消
費
生
活
相
談
窓
口
で
は
、

グ
ル
ー
プ
な
ど
を
対
象
に
、

出
張
講
座
・
出
張
相
談
を
行

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お知らせ
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消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス

男
女
共
同
参
画
社
会

問
い
合
わ
せ
先
　
市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
１
２
８

問
い
合
わ
せ
先
　
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
市
地
域
振
興
課
内
）　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
５
９

　
サ
ク
ラ
サ
イ
ト
商
法
と
は
、
悪
質
な

有
料
サ
イ
ト
に
雇
わ
れ
た
サ
ク
ラ
が
、

芸
能
関
係
者
、
医
師
や
弁
護
士
、
孤
独

な
資
産
家
な
ど
に
な
り
す
ま
し
、「
悩

み
を
聞
い
て
ほ
し
い
」「
お
金
を
受
け

取
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
い
っ
た
口
説

き
文
句
で
会
員
登
録
さ
せ
、
有
料
サ
イ

ト
で
高
額
な
お
金
を
使
わ
せ
る
詐
欺
で

す
。

サ
イ
ト
利
用
に
至
る
き
っ
か
け

　
サ
ク
ラ
サ
イ
ト
の
被
害
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
占
い
サ
イ
ト
や
懸
賞
サ

イ
ト
な
ど
に
登
録
し
た
り
、
ア
プ
リ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
き
っ
か
け

と
な
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

サ
イ
ト
の
特
徴

　
多
く
の
サ
イ
ト
は
、
一
定
期
間
の
メ

ー
ル
交
換
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
無
料
で
利

用
で
き
ま
す
が
、
そ
の
後
、
ポ
イ
ン
ト

の
購
入
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ポ
イ
ン

ト
を
購
入
す
る
際
の
決
済
方
法
と
し
て
、

消
費
者
は
現
金
振
込
み
だ
け
で
な
く
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
電
子
マ
ネ
ー
、

コ
ン
ビ
ニ
決
済
の
中
か
ら
決
済
方
法
を

選
択
で
き
ま
す
。
複
数
の
決
済
方
法
で

サ
ク
ラ
サ
イ
ト
商
法
に
気
を
つ
け
て
！

支
払
い
を

続
け
た
結

果
、
気
づ

い
た
と
き

に
は
被
害

額
が
高
額

に
な
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
ま
す
。

ア
ド
バ
イ
ス

　「
お
金
を
あ
げ
る
」「
タ
レ
ン
ト
に
会

え
る
」
な
ど
、
本
当
か
ど
う
か
確
認
で

き
な
い
相
手
と
の
メ
ー
ル
交
換
は
し
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
。「
後
で
お
金
を

返
す
か
ら
」
な
ど
と
メ
ー
ル
交
換
の
相

手
か
ら
言
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
く
み
ら

れ
ま
す
が
、
将
来
お
金
を
得
ら
れ
る
こ

と
を
前
提
に
し
た
支
払
い
は
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

　「
女
性
の
働
き
方
講
座
」
は
、
女
性

が
＂
自
分
ら
し
さ
＂
を
軸
に
、
過
去
・

現
在
、
そ
し
て
未
来
に
向
か
っ
て
同
じ

想
い
を
も
つ
仲
間
と
と
も
に
、生
き
方
・

働
き
方
を
考
え
る
連
続
講
座
で
す
。

対
　
　
象

　
全
４
回
の
講
座
に
参
加
で
き
る
20
～

30
代
女
性

人
　
　
員
　
35
人
（
先
着
順
）

会
　
　
場
（
全
４
回
）

　
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
大
研

修
室
１
（
東
棟
３
階
）

参
加
料
　
無
料

申
込
期
限
　
平
成
25
年
１
月
10
日（
木
）

申
込
先

　
鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
９
・
２
２
１
・
６
６
０
３

講
　
　
座

第
１
回
　
私
が
「
わ
た
し
」
を
つ
く
る

日
　
時
　
平
成
25
年
１
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　
10
時
～
16
時
30
分

講
　
師

　
森
園
仁
美
氏
（
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
）・
髙
㟢
恵
氏
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

黄
色
い
リ
ボ
ン
�

第
２
回
　
気
づ
き
を
行
動
に
変
え
る
ヒ

　
　
　
　
ン
ト

日
　
時
　
平
成
25
年
２
月
２
日
（
土
）

　
　
　
　
13
時
～
16
時
30
分

講
　
師
　
石
川
世
太
氏

（
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
）

第
３
回
　
わ
た
し
ら
し
い
、
お
金
と
の

　
　
　
　
付
き
合
い
方

日
　
時
　
平
成
25
年
２
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　
13
時
～
16
時
30
分

講
　
師
　
塩
田
耕
栄
氏

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

第
４
回
　
リ
ア
ル
白
書
＆
自
分
宣
言

日
　
時
　
平
成
25
年
３
月
２
日
（
土
）

　
　
　
　
13
時
～
16
時
30
分

講
　
師

　
鹿
児
島
ウ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ
研
究
会

女
性
サ
ロ
ン
室

　
あ
な
た
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め

に
、
一
緒
に
考
え
ま
す
。

開
催
日
　
12
月
５
日
（
水
）・
19
日
（
水
）

時
　
間
　
13
時
30
分
～
16
時

場
　
所
　
大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
宅

女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

女
性
の
働
き
方
講
座
２
０
１
３
募
集
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☆
理
想
の
未
来

　
校
区
ま
ち
づ
く
り
会
議
の
中
で
、
未

来
の
自
分
、
そ
し
て
住
む
地
域
の
理
想

の
姿
を
想
像
し
て
も
ら
う
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
楽
し
い
未
来
の
話
が
出

る
中
、「
平
凡
で
は
あ
り
ま
す
が
、
自

分
の
育
っ
て
き
た
街
並
み
も
変
わ
ら
ず
、

楽
し
い
近
所
付
き
合
い
の
中
、
昔
か
ら

あ
る
温
泉
街
で
孫
や
子
ど
も
達
と
湯
船

に
浸
か
り
、
笑
顔
で
笑
っ
て
い
る
・
・
」

そ
ん
な
、
平
凡
な
未
来
を
想
像
し
た
人

が
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、「
平
凡
な
未
来
」
で
さ
え
、

実
現
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
と
認
識

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
未
来
を
実
現
す
る
に
は
、
ま
ず

街
並
み
を
維
持
す
る
た
め
近
所
の
人
と

一
緒
に
汗
を
流
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

　

大
地
の
恵
み
を　

人
が
奏
で
る　

だ
れ
や
め
の
郷

～
交
流
と
協
働
で
創
る　

風
味
あ
る　

ま
ち
む
ら
文
化
～

︽
伊
佐
市
の
目
標
将
来
像
︾

『
結
い
の
ま
ち
』

問
い
合
わ
せ
先
　
市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　
１
１
２
７

～
と
も
に
支
え
あ
う　

ま
ち
づ
く
り
～

せ
ん
。
ま
た
商
店
街
や
温
泉
街
も
人
が

行
き
か
い
経
済
活
動
が
で
き
な
け
れ
ば
、

無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
孫
や
子
ど

も
達
が
近
く
に
暮
ら
す
た
め
に
は
、
暮

ら
し
を
支
え
る
仕
事
が
必
要
で
す
。

　
想
像
す
る
未
来
は
平
凡
で
も
、
そ
の

未
来
を
託
さ
れ
て
い
る
私
た
ち
は
意
識

を
持
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、
そ
の

実
現
す
ら
危
う
い
の
で
す
。

☆
伊
佐
市
の
目
標
将
来
像
は
、「
新
た

　
な
協
働
︵
ゆ
い
︶」

　
人
口
の
推
移
を
み
る
と
、
前
年
比

５
０
０
人
程
減
少
し
て
い
る
伊
佐
市
、

こ
の
人
口
減
少
社
会
の
中
で
「
ま
ち
・

む
ら
」
と
し
て
持
続
可
能
な
仕
組
み
を

確
保
し
て
い
く
た
め
に
は
、「
地
域
を

支
え
る
新
た
な
関
係
づ
く
り
」
や
「
新

た
な
価
値
を
生
み
出
す
経
済
活
動
の
創

出
」、「
地
域
内
で
の
経
済
循
環
と
地
域

第
12
回

外
か
ら
の
収
入
ア
ッ
プ
」
な
ど
が
不
可

欠
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
地
域
内
外
で

の
多
様
な
交
流
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
る

『
新
た
な
協
働
（
ゆ
い
）』
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
豊
か
な
自
然
と
共
生
す
る

と
共
に
、
行
政
を
含
め
多
様
な
人
が
協

働
し
、
創
意
工
夫
に
よ
り
地
域
資
源
を

活
用
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
地

域
で
は
求
め
ら
れ
ま
す
。

☆
地
域
の
未
来
に
「
火
を
と
も
す
」

　
1
年
に
わ
た
り
掲
載
し
て
き
ま
し
た

「
結
い
の
ま
ち
」
は
、
今
月
で
終
了
し
ま

す
が
、
最
後
に
あ
な
た
や
そ
の
地
域
に

こ
の
言
葉
を
贈
り
ま
す
。

　「
く
す
ぶ
っ
て
い
る
焚
き
火
に
は
、

誰
も
集
ま
っ
て
こ
な
い
・
・
。
火
が
つ

き
光
を
放
っ
て
こ
そ
人
が
集
ま
っ
て
く

る
！
」　

　
火
は
「
目
的
」
で
あ
り
、
そ
の
火
が

大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
人
は
協
力
し

ま
す
。
ま
た
「
目
的
」
に
は
、
楽
し
い
、

喜
ば
れ
る
、
地
域
貢
献
の
要
素
が
重
要

で
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
、
地
域
を
明
る

く
照
ら
す
た
め
「
火
を
と
も
す
」
一
人

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。●イベント情報などは、各校区のコミュニティ協

　議会を通じてご連絡ください。毎月 10 日締
　切で、翌月号のこのコーナーで紹介します。
※内容や紙面の都合により、掲載できない場合
　もあります。

コミュニティ通信

共生協働推進係からお知らせ

　今回、記事の中でご紹介したのは、伊
佐市総合振興計画に記載されている内容
を抜粋したものです。詳しくは、市ホー
ムページにも掲載されていますのでご覧
ください。
　また、今回で終了する「結いのまち」
にかわり１月号から「コミュニティ通信」
と題し、自治会、校区コミュニティ協議
会などの活動やイベント情報を掲載しま
す。どうぞ、お楽しみに。




